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２００３年～２００９年までの７年間に当セン２００３年～２００９年までの７年間に当セン
ターに提出された、ＧＩＳＴ切除１５症例を対象とターに提出された、ＧＩＳＴ切除１５症例を対象と
し、その臓器別内訳、悪性度別内訳、また核分し、その臓器別内訳、悪性度別内訳、また核分
裂像数、壊死の有無、裂像数、壊死の有無、MibMib--1 index1 indexについてについて
データをまとめた。データをまとめた。



小腸
4例(27%)

大腸
1例(7%)

胃
10例(66%)

手術材料１５例の臓器別内訳



high risk

3例(20%)

intermediat

e risk

4例(27%)

low risk

8例(53%)

手術材料１５例の悪性度別内訳

※全例ｃ－ｋｉｔ陽性



臓器 腫瘍径
核分裂
/50HPF

壊死 Mib-1

症例１ 胃 ８ｃｍ １８個 あり ５０％

症例２ 小腸 ５ｃｍ １０個 あり ３０％

症例３ 胃 ７ｃｍ ６個 あり １１％

平均 ６.６ｃｍ １１個 ３０％

High risk症例（３例)



High risk症例（症例１）

８cm

６cm

c-kit ×２０

HE ×２０ Mib-1 ×２０



核分裂像と壊死像

HE ×１００ HE ×２０



Intermediate risk症例（４例)

臓器 腫瘍径
核分裂
/50HPF

壊死 Mib-1

症例４ 胃 ２ｃｍ ２個 なし ５％

症例５ 大腸 ７ｃｍ ３個 なし ５％

症例６ 胃 ４ｃｍ ５個 あり ８％

症例７ 胃 ５ｃｍ １個 なし ５％

平均 ４.５ｃｍ ３個 ６％



Intermediate risk症例（症例６）

HE ×２０

c-kit ×２０

Mib-1 ×２０

３cm

４cm



臓器 腫瘍径
核分裂

/50HPF
壊死 Mib-1

症例８ 小腸 ２ｃｍ ２個 なし ２％

症例９ 胃 ４ｃｍ ５個 なし ４％

症例１０ 胃 ２ｃｍ ２個 なし １％

症例１１ 胃 ４ｃｍ ４個 なし ４％

症例１２ 小腸 ４.５ｃｍ １個 なし １％

症例１３ 小腸 ３ｃｍ ２個 なし ２％

症例１４ 胃 ０.５ｃｍ ５個 なし ３％

症例１５ 胃 ２.５ｃｍ ３個 なし １％

平均 ２.８ｃｍ ３個 ２.３％

Low risk症例（８例)



Low risk症例（症例９）

HE ×２０

c-kit ×２０

Mib-1 ×２０

４cm

４cm



臓器別内訳は手術材料１５例中、胃が１０例（６６％）、臓器別内訳は手術材料１５例中、胃が１０例（６６％）、
小腸が４例（２７％）、大腸が１例（７％）であった。小腸が４例（２７％）、大腸が１例（７％）であった。

悪性度別内訳は手術材料１５例中、悪性度別内訳は手術材料１５例中、 High riskHigh riskが３例が３例
（２０％）、（２０％）、Intermediate riskIntermediate riskが４例（２７％）、が４例（２７％）、Low riskLow riskがが
８例（５３％）であった。８例（５３％）であった。

GISTGISTは悪性度によって再発リスクが大きく異なると言は悪性度によって再発リスクが大きく異なると言
われている。その指標として、腫瘍径、核分裂像数、われている。その指標として、腫瘍径、核分裂像数、
壊死の有無、壊死の有無、MibMib--1 index1 indexなどがあるが、今回の当セなどがあるが、今回の当セ
ンターの検討においても文献的に報告されている検ンターの検討においても文献的に報告されている検
討と同様の結果を得られた。討と同様の結果を得られた。

まとめ


